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願いを込めて舞う

　9 月15日㈰、晴雨祈願と五穀豊穣を願う風流・はんや舞 ( 福岡県無形民俗文化財 ) が、星野村の麻生神社に奉納
されました。これは太鼓打ちと連

むらじ

やチンカン坊主といった子役が笛に合わせて演じる「風流」と、古謡を歌いながら扇
を使って舞う「はんや舞」から構成される伝統芸能です。猫尾城主の黒木氏が貞応元年 (1222 年 ) に行った、舞楽な
らびに風流の神事が起源とされ、中通り、上郷、下郷、横廻りの各地区が風流とはんや舞を奉納します。最後は星野
小学校 5、6 年生による星野太鼓の演奏も行われ、村内外からの多くの人で賑わいました。はんや舞は中世の名残り
をとどめる芸能として筑後地区ではきわめて貴重な存在となっています。
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八女市スポーツ健康づくりフェスタ
年金生活者支援給付金制度
10月のイベント  
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「
こ
ど
も
が
夜
中
に
急
病
に
か
か
っ

た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」

「
保
育
園
で
預
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ま

の
具
合
が
急
に
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
？
」

な
ど
、
こ
ど
も
の
具
合
が
急
に
悪

く
な
っ
た
時
に
あ
わ
て
ず
に
す
む
よ

う
、
い
ざ
と
い
う
時
の
適
切
な
対
応

を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参

加
料
無
料
。
事
前
申
込
必
要
。

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈬
14
時
～
16

時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
柳
川
総
合
庁
舎

2
階
大
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋
町

今
古
賀
８
ー
１
）

◦
内
容
＝
小
児
救
急
講
演
会
「
こ
ど

も
の
病
気
～
熱
性
け
い
れ
ん
・
ひ
き

つ
け
を
中
心
に
～
」
／
講
師 

高
木

病
院
小
児
科
部
長 

鶴
沢
礼
美
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４

４・７
２・２
１
１
１
／
o
０
９
４
４・

７
４
・
３
２
９
５
）

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー　

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
／
ヨ
ガ
教
室
／
本
気

の
ラ
ジ
オ
体
操
講
座
／
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
に

よ
る
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座
」

　
10
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

血
圧
測
定
／
血
管
年
齢
／
脳
年
齢
／
体
成
分

測
定
／
骨
密
度
／
ア
ル
コ
ー
ル
体
質
チ
ェ
ッ

ク
／
心
の
相
談
／
薬
の
相
談
／
健
康
マ
ッ

サ
ー
ジ
体
験
広
場
／
認
知
症
カ
フ
ェ
／
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー 

ほ
か

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

令
和
元
年
度
小
児
救
急
講
演
会
の
お
知
ら
せ

慌てず、落ち着いて、
正確に！（八女消防本部）

　八女消防本部管内の１１９番通報は、現在、久留米
市にある筑後地域消防指令センターで受報しています。
筑後地域消防指令センターでは、15 市町村からの１１９
番通報を受信していますので、住所は「市町村名」から、
慌てず、落ち着いて、正確に伝えてください。また、発
生地点を早く特定できるように、携帯電話は、「位置情報」

「ＧＰＳ機能」をＯＮ（有効）設定にしてください。

八女市スポーツ・
健康づくりフェスタ

   健康づくりについて
楽しく学びながら、
スポーツや健康増進につ
いて考えるイベントです。
詳しくは 10 月１日号
広報と一緒に配布した
チラシや八女市ホーム
   ページをご覧ください

岡崎朋美さん
元スピードスケート選手／
長野五輪銅メダリスト）

10/27㈰10:00～15:30
会場 : 黒木開発センター・
　　　黒木体育館・ふじの里

八女市健康
ポイント
事業対象

健康・スポーツ

質問事項 火災の場合 救急の場合
何が起きたか？ 火事です 救急です

場所はどこ？
住所は「市町村名」から伝える
住所が分からない場合は目標に
なるものを探す（建物・交差点・
バス停などの名称を伝える）

どんな状況か？ 何が燃えているか
伝える

だれがどうし
たかを伝える

あなたの名前は？ 私は〇〇です

119番
通報は

★指令センターの職員が全部質問していきますので、わか
る範囲でお答えください。

【
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
】

【
黒
木
体
育
館
】

【
ふ
じ
の
里
】

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

9
時
50
分

▽
開
会
行
事　
10
時
～
10
時
20
分

▽
基
調
講
演　
10
時
20
分
～
11
時
40
分

『
ど
こ
ま
で
も
挑
戦
』
～
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
健
康
に
過
ご
す
に
は
～

／
講
師
：
岡
崎
朋
美
さ
ん
（
元
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
／
長
野
五
輪
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
）



　

あ
な
た
の
意
思
で
救
え
る
命
が
あ

り
ま
す
。
臓
器
提
供
へ
の
あ
な
た
の

意
思
は
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
載
で
示
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
家
族
や
大
切
な
人

と「
移
植
」の
こ
と
、「
い
の
ち
」
の
こ

と
を
話
し
合
い
、
臓
器
提
供
に
つ
い

て
意
思
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦
臓
器
移
植
、
意
思
表
示
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
＝
▽
（
公
社
）
日
本

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
・
７
８
・

１
０
６
９
▽
（
公
財
）

福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
２・

４
３
２
・
５
５
７
７
）

　

八
女
市
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
の

拡
大
と
移
植
医
療
を
推
進
す
る
た

め
、（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が

行
う
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供

あ
っ
せ
ん
事
業
に
お
い
て
骨
髄
・
末

梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
人
に
対

し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
助
成
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課
（
☎
２
３・１
２
０
１
）

市
で
は
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
者
に
助
成
金

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す

　

10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
2
か
月
間
は
、
麻

薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　

麻
薬
、覚
醒
剤
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー
お
よ
び
危
険
ド
ラ
ッ

グ
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の
心
身
を
蝕
む
ば
か
り

で
な
く
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
、
周
り
の
人

の
社
会
生
活
に
著
し
い
弊
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
近
年
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
誤
っ
た
情
報
の
流
布

等
も
一
因
と
な
っ
て
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
者
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
10
代
お
よ
び
20
代
の

若
年
層
で
あ
り
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
薬

物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
薬
物
乱
用
を
絶

対
に
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
17
日
㈭
～
23
日
㈬
は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で

す
。
医
薬
品
や
薬
剤
師
等
の
専
門
家
の
役
割
を
正
し
く

知
っ
て
、
保
健
衛
生
の
維
持
向
上
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
、
県
薬
業
団
体
連
合
会
主
催
。

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈷
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
ソ
ラ
リ
ア
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
ゼ
フ
ァ

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

◦
内
容
＝
ブ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
（
体
成
分
・
分
析
体
験
、

お
薬
相
談
、
禁
煙
相
談
、
肺
年
齢
測
定
、
栄
養
相
談
、

介
護
相
談
等
）

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
9

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

総
務
企
画
課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
70
歳
以
上
の

人
が
、
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納

さ
れ
た
場
合
に
支
援
し
ま
す
。
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
免
許
証
は
支
援
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
自
主
返
納
し
た
ら
６
か

月
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
！
》
免
許
証
返
納
の
手
続
き
は
、

市
役
所
で
は
な
く
「
八
女
警
察
署
」
ま

た
は
「
筑
後
自
動
車
運
転
免
許
試
験

場
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
支
援
内
容
＝
八
女
市
タ
ク
シ
ー
共
通

回
数
券
（
３
０
０
円
券
×
２
０
０
枚
※

６
万
円
相
当
分
）

◦
届
出
時
に
必
要
な
も
の
＝

▽
届
出
人
の
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は

代
理
人
の
印
鑑
）

▽
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
の
写
し
（
公
的
機
関
が
発
行
し
た
免

許
証
の
自
主
返
納
が
分
か
る
も
の
）

▽
届
出
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
代

理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
確
認
が
で
き

る
も
の
）
※
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

※
代
理
人
の
場
合
は
必
ず
委
任
状
が
必

要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生
活
安

全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
者
を

対
象
に
、
県
内
45
医
療
機
関
に
て

無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
実
施
医
療
機
関
】

▽
公
立
八
女
総
合
病
院
（
☎
２
３・

４
１
３
１
）

◦
実
施
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
２

月
28
日
㈮

◦
受
付
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

11
時
※
予
約
不
要

▽
平
井
医
院
（
筑
後
市
）
☎
０
９

４
２
・
５
３
・
２
３
５
３

◦
実
施
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
２

月
28
日
㈮

◦
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
17
時

※
事
前
予
約
必
要

※
ほ
か
の
県
内
の
実
施
機
関
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
が
ん
感
染

症
疾
病
対
策
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
２
６
７
）

原
爆
被
爆
者
二
世
の
皆
さ
ん
へ

無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す

八女市高齢者
運転免許証

自主返納支援事業

広報八女 2019.10.13
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福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
の
予
防
等
を
目
的
と

し
た
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
生
活
習
慣
病
で
治
療

中
の
人
も
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
受
診
期
限
は
令

和
２
年
３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
予
約
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機

関
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
受
診
の

と
き
は
、「
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」

と
広
域
連
合
が
郵
送
し
た「
受
診
票
」、

自
己
負
担
金
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

受
診
票
は
４
月
末
現
在
で
被
保

険
者
に
は
４
月
下
旬
に
、
５
月
以
降

に
75
歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10

日
頃
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票

が
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
の

誕
生
日
以
降
に
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
９
２
６
５
１・３
１
１
１
）

実施機関名 所在地 電話番号

麻生医院 宅間田 23・5800

草 場内科 循
環器科医院 納楚 23・5171

柳病院 吉田 23・2176

八女リハビリ
病院 吉田 23・7272

中野内科 循
環器科 吉田 25・3010

ごんどう内科
クリニック 山内 23・3010

八媛病院 本 22・4176

戸次循環 器
科内科医院 馬場 22・3100

下津浦医院 津江 22・2564

川﨑病院 津江 23・3005

黒岩外 科医
院 本町 23・2858

山田医院 本町 23・4853

東医院 本町 23・5212

藤本産婦人
科小児科 本町 23・2733

井上クリニッ
ク 本町 30・2020

江 上内 科ク
リニック 本町 24・0113

公立八女総
合病院 高塚 23・4131

大内医院 酒井田 24・1398

吉山クリニッ
ク 稲富 30・2200

城戸医院 鵜池 23・5303

池田レディス
クリニック 本村 23・5555

なかしま胃腸
科 蒲原 25・6200

富田クリニッ
ク 蒲原 24・4810

よしだ胃腸内
科クリニック 室岡 23・3806

み やざ き内
科 立花町 37・0008

中 村内 科 医
院 立花町 37・1601

林医院 立花町 23・5557

辺春診療所 立花町 36・0010

岡村医院 立花町 23・2770

山口医院 星野村 52・3131

後 藤内科医
院 上陽町 54・2221

しばた医院 上陽町 33・7373

中島医院 黒木町 42・0235

原医院 黒木町 42・0336

 冨田医院 黒木町 42・0173
クリニックく
ろぎ 黒木町 42・0887

矢部診療所 矢部村 47・2700

年に一度は健康診査を
受けましょう

　

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提

案
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
考
会
議
で
の
審
査
の
上
、
提

案
を
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し

て
、
事
業
に
要
す
る
経
費
と
し
て

予
算
の
範
囲
内
で
50
万
円
を
上
限

に
助
成
し
ま
す
。

◦
基
本
テ
ー
マ
＝
地
域
の
資
源
を

活
か
し
、
次
代
へ
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り

◦
対
象
団
体
＝

①
八
女
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
ま
た

は
行
お
う
と
す
る
）
５
人
以
上
の

団
体
。

②
大
学
等
の
５
人
以
上
の
研
究
グ

ル
ー
プ
※
い
ず
れ
も
八
女
市
民
で

あ
る
こ
と
を
問
い
ま
せ
ん
。

◦
対
象
事
業
＝
八
女
市
内
で
行
う

基
本
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
践
活
動

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

◦
対
象
経
費
＝
会
議
費
、印
刷
費
、

会
場
使
用
料
、
講
師
謝
金
等
。
た

だ
し
、
食
糧
費
、
工
事
費
、
備
品

購
入
費
等
は
助
成
対
象
外
で
す
。

◦
事
業
説
明
会
＝
11
月
７
日
㈭
19

時
～
、
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ｂ

※
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
期
間
＝
11
月
11
日
㈪
～
12

月
13
日
㈮

※
事
前
の
ご
相
談
、
早
め
の
ご
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
活
動
期
間
＝
令
和
２
年
４
月
～

令
和
３
年
３
月

◦
募
集
様
式
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役

所
地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
総

務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課
地

域
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３
・
１

２
２
４
）

福岡県後期高齢者医療制度の
被保険者の皆さん

令
和
２
年
度 「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
募
集

大淵献燈祭

八女市健康
ポイント
事業対象

最
高
50
万
円
を
助
成
し
ま
す



広報八女 2019.10.15

　

10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」
で

す
。
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
お
風

呂
な
ど
の
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す

る
装
置
で
、
水
環
境
の
保
全
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

【
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
】

▽
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
残
し
た

状
態
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び

汲
み
取
り
便
所
か
ら
浄
化
槽
に
換
え

る
場
合
は
、
補
助
金
限
度
額
に
10
万

円
を
加
算
し
ま
す
。

▽
既
存
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、「
実
居
住
人
数
が
２
人
以
下
で
、

将
来
的
に
人
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
な

い
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
５
人
槽
の
設

置
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付
＝
12

月
27
日
㈮
ま
で
。
遅
く
と
も
着
工
予

定
日
の
７
日
前
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
に
は
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水

道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」

「
水
の
国
　
支
え
る
か
な
め
　
浄
化
槽
」

（
令
和
元
年
度
「
浄
化
槽
の
日
」
標
語
最
優
秀
作
品
）

5人
槽

建物の延べ床面
積が130㎡以下 415,000円

7人
槽

建物の延べ床面
積が130㎡を超え
る

517,000円

10人
槽

2世帯住宅または
台所および浴室
が2か所以上

685,000円

▽補助金限度額
河川の浄化に
ご協力ください！

　河川の水質悪化の一番
の原因は、生活雑排水（台
所・風呂・洗濯などの排水）
です。単独処理浄化槽や
汲み取り便所の家庭では、
生活雑排水は処理されず
に河川へ流れています。
浄化槽は、し尿だけでは
なく生活雑排水も処理し
て、家庭から最終的に排
出される生活排水の汚れ
の量を約 10 分の１に軽減
することができます。
※単独処理浄化槽とは、
し尿のみを処理する浄化
槽のことです。

◦
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＝

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
で
20
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
人

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児

童③
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で

あ
っ
た
人
（
寡
婦
）

④
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子

⑤
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離

別
し
た
40
歳
以
上
の
配
偶
者

の
い
な
い
女
子
で
、
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦
以
外
の
人

◦
貸
付
金
の
種
類
（
進
学
関

係
）

【
修
学
資
金
】

高
校
、高
等
専
門
学
校
、短
大
、

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専
修

学
校
に
就
学
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
資
金

※
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種

別
等
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

(

例
：
国
公
立
大
学
に
自
宅
通

学
の
場
合
月
額
６
万
７
５
０
０

円)

【
就
学
支
度
金
】

小
学
、
中
学
、
高
校
、
高
専
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
ま
た

は
専
修
学
校
に
進
学
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
資
金

※
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種

別
等
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

(

例
：
国
公
立
大
学
に
自
宅
通

学
の
場
合
37
万
円)

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援

課
子
ど
も
家
庭
係
（
☎
２
３
・

１
３
５
１
）

▼クローバープラザ内（春日市原町3-1-7）
☎ 092・584・3931

【養育相談】
電話相談。離婚協議中の人もご相談く
ださい。内容によって弁護士相談クー
ポン（1時間無料券）を発行します。

【無料弁護士相談】
来所相談、各先着 4 人
◦日時＝10 月2日㈬・11 月 6 日㈬ 13
時～ 15 時／ 10 月9日㈬・10 月23日
㈬18時 30 分～20時 30 分

【就業支援】
▽ＰＣ経理会計事務◦期間＝11月19
日～ 12 月10 日の火・木・金 10 日間
18 時 30 分～ 21時／ 10 月28日締切
▽パソコン基礎～応用◦期間＝11 月
26 日～ 12 月13 日の火・水・木・金
12日間、13 時～ 17 時／ 11月4日締切

ひとり親サポートセンター
　ひとり親家庭の人等を対象に、ハロー
ワークと連携した就業支援や養育費相
談等を行っています。以下の支援を希
望する人はお電話ください。

ひとり親家庭のお子さんの
進学を応援します
　母子家庭の母、父子家庭の父または寡
婦が扶養しているお子さんの進学に必要
な資金の貸付を行います。

※補助金額は令和元年度分です。
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なぜ
なぜ人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
医
者
で
あ
る
杉
田
玄
白
は
、
オ
ラ
ン

ダ
語
で
書
か
れ
た
医
学
書
を
手
に
入
れ

ま
す
。
そ
の
本
に
描
か
れ
て
い
る
人
体

の
図
は
、
こ
れ
ま
で
手
本
と
し
て
き
た

中
国
の
医
学
書
と
は
全
く
ち
が
う
も
の

で
し
た
。
ど
ち
ら
が
本
物
？
ぜ
ひ
本
当

の
こ
と
が
知
り
た
い
。
幕
府
へ
の
願
い

が
や
っ
と
叶
い
、
友
人
の
前
野
良
沢
ら

と
人
体
の
腑
分
け（
解
剖
）の
見
学
に

出
か
け
ま
す
。
こ
の
と
き
、
す
ぐ
れ
た

技
術
や
知
識
を
生
か
し
て
解
剖
を
行

い
、
人
体
の
説
明
を
し
た
の
は
、
当
時

厳
し
い
差
別
を
受
け
て
い
た
身
分
の
人

（
老
人
）
だ
っ
た
の
で
す
。

　
厳
し
い
差
別
を
受
け
て
い
た
身
分
の

人
々
が
担
っ
て
い
た
役

目
の
一
つ
に
死
牛
馬
の

処
理
が
あ
り
ま
す
。
百

姓
が
所
有
す
る
農
耕
用

の
牛
馬
は
、
死
ん
だ
り

し
て
も
勝
手
に
持
ち
主

が
処
分
は
で
き
ず
、
必

ず
厳
し
い
差
別
を
受
け

て
い
た
身
分
の
人
々
に

渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
々
は
、
解
体

し
、
皮
や
肉
、
内
臓
、
骨
な
ど
に
仕
分

け
し
、
再
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
は
、
八
女
市
内
の
あ
る
庄
屋
の
記

録
（
古
文
書
）
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　　
当
時
は
、
人
間
の
内
臓
を
見
る
こ
と

は
、
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
老
人
は
、
役
目
と
し
て
若
い
頃

か
ら
、
死
牛
馬
の
処
理
を
数
限
り
な

く
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人

間
の
内
臓
を
初
め
て
見
た
と
き
、
ど
う

思
っ
た
で
し
ょ
う
。「
な
ー
ん
だ
。
動
物

と
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
」
動
物
の
内
臓
の

つ
く
り
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と

に
、
驚
く
と
と
も
に
、
人
間
の
肝
臓
、

心
臓
、
腎
臓
、
肺
な
ど
の
臓
器
を
、
的

確
に
把
握
で
き
た
こ
と
が
容
易
に
想
像

で
き
る
の
で
す
。（
臓
器
の
呼
び
方
は
、

そ
れ
ま
で
の
漢
方
医
学
に
も
あ
っ
た
）

　
こ
の
出
会
い
が
、
日
本
に
お
け
る
近

代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
と
も
い
え
る
「
解

体
新
書
」の
出
版（
１
７
７
３
年
）と
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

動
物
も
人
間
も
内
蔵
の
つ
く
り

は
ほ
と
ん
ど
同
じ

シ
リ
ー
ズ

教
科
書
で
た
ど
る
部
落
の
歴
史
③

新
し
い
学
問
を
発
展
さ
せ
た
人
々

な
ぜ
老
人
が
説
明
で
き
た
の
か

玄
白
と
老
人
と
の
出
会
い

　
　
報
告
書

　
　
　
　
百
姓
　
吉
左
衛
門

一
　
栗
毛
　
八
才
　
作
馬

　
右
の
者
が
持
っ
て
お
り
ま

し
た
馬
が
今
月
二
十
五
日
に

死
に
ま
し
た
の
で
、
早
速
○

○
に
渡
し
ま
し
た
。
右
の
と

お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
○
○
村
庄
屋
　
○
○

　
　
　
　
十
月
二
十
五
日

八女市内の庄屋の記録（古文書）と訳

（教育出版 小学社会 6 上 早川和子さん提供）
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◦
対
象
と
な
る
人
＝
下
の
表

の
と
お
り

◦
請
求
手
続
き
＝

▽
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前

か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続

き
の
ご
案
内
が
９
月
よ
り
順

次
届
き
ま
す
。
同
封
の
は
が

き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
を
記
入
し
、
日

本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降

に
年
金
を
受
給
し
始
め
た
人

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

民
課
国
保
年
金
係
、
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降

に
世
帯
変
動
を
行
っ
た
等
で

対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
は
日

本
年
金
機
構
（
年
金
事
務

所
）
ま
た
は
市
民
課
国
保
年

金
係
、
各
支
所
市
民
生
活
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
留
意
事
項
＝

○
添
付
書
類
は
不
要
で
す
。

市
町
村
等
か
ら
提
供
を
受
け

る
所
得
情
報
に
よ
り
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
判
定

し
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
課

税
証
明
書
等
の
添
付
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
要
件
を
満
た
す
場

合
、
２
年
目
以
降
の
お
手
続

き
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合
、
給
付
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

不
該
当
通
知
書
」
を
お
送
り

し
ま
す
。

年金生活者支援給付金制度の対象となる人

老齢基礎年金を受給している人 　障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している人

【支給要件】
以下の支給要件をすべて満たしている人
◦ 65 歳以上
◦世帯員全員の市町村民税が非課税
◦年金収入額とその他所得額の合計が 879,300 円以下

【給付額】
基準額に、保険料納付済期間等に応じて算出され、次の①と②
の合計額となります。
　①保険料納付済期間に基づく額（月額）
　　＝ 5,000 円×保険料納付済期間／ 480 月
　②保険料免除期間に基づく額（月額）
　　＝ 10,834 円×保険料免除期間／ 480 月

※前年の年金収入額とその他の所得額の合計が 779,300 円を超え
879,300 円以下の人には、①に一定割合を乗じた補足的老齢年金生
活者支援給付金が支給されます。
※給付額の算出のもととなった保険料納付済期間や保険料免除期間
は、お持ちの年金証書や支給額変更通知等で確認できます。
※保険料全額免除、4 分の３免除、2 分の１免除期間は 10,834 円、
保険料 4 分の１免除期間は 5,417 円となります。毎年度の老齢基礎
年金額の改定に応じて変動します。

【支給要件】
前年の所得額が

「4,621,000 円＋扶養親族の数× 38 万円」
以下
※旧法の障害年金、旧共済の障害年金で
あって、政令で定める年金についても対
象となります。
※同一生計配偶者のうち 70 歳以上の人
または老人扶養親族の場合は 48 万円、
特定扶養親族または 16 歳以上 19 歳未満
の扶養親族の場合は 63 万円となります。

【給付額】
【障害基礎年金】
　障害等級が２級の人：5,000 円（月額）
　障害等級が１級の人：6,250 円（月額）

【遺族基礎年金】
　5,000 円（月額）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

令和元年
10 月１日

から

0570・05・4092（ナビダイヤル）
◦受付時間＝【 月 曜 日 】８時 30 分～ 19 時
　　　　　　【火～金曜日】８時 30 分～ 17 時 15 分
　　　　　　【第２土曜日】９時 30 分～ 16 時

問い合わせ
（給付金専用ダイヤル）

※日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご
注意ください。日本年金機構や厚生労働省から、口座番号を
お聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。
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浦安の舞

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

　
10
月
17
日
に
土
橋
八
幡
宮

か
ら
稲
富
の
お
旅
所
に
神
幸

し
、
19
日
に
還
幸
し
ま
す
。

神
輿
に
は
神
楽
隊
や
獅
子
舞

な
ど
が
付
添
い
、
福
島
の
町

中
を
練
り
歩
き
ま
す
。

⃝

日
時
＝
▽
往
路
10
月
17
日

㈭
15
時
～
▽
復
路
10
月
19
日

㈯
15
時
～

⃝

場
所
＝
福
島
の
町
中

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

提
灯
願
い
大
祭

　
猫
尾
城
２
代
目
城
主
・
黒
木

四
郎
の
等
身
大
で
作
ら
れ
た
と

い
う
「
木
造
聖
観
音
立
像
」（
県

指
定
有
形
文
化
財
）
を
祀
る
御

堂
へ
の
参
道
に
提
灯
を
提
げ
、

願
い
を
捧
げ
る
祭
り
で
す
。
提

灯
に
明
か
り
が
灯
る
夕
方
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
求
め
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。
当

日
は
、
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝
期
日
＝
10
月
６
日
㈰ 

朝
か
ら
夕
方
ご
ろ
ま
で

⃝
場
所
＝
黒
木
町
北
木
屋

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　
主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」

に
俵
２
４
０
㌔
㌘
（
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
は
１
２
０
㌔
㌘
）
を
載
せ
、

４
２
・
１
９
５
㍍
を
駆
け
抜
け
ま

す
。「
き
ん
ま
」
は
、「
木
馬
」
と

書
き
、
山
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る

た
め
に
利
用
し
た
木
の
ソ
リ
で
す
。

こ
の
き
ん
ま
を
引
い
て
、
速
さ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
い
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
10
日
㈰

⃝

応
募
資
格
＝

【
一
般
の
部
】
▽
中
学
生
以
上
で
１

チ
ー
ム
３
人
以
内
▽
男
女
割
合
の

制
限
な
し

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】
▽
中
学
生
以

上
の
女
性
３
人
以
内

⃝
優
勝
賞
金
＝
【
一
般
の
部
・
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
】
10
万
円
※
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
他
、
各
賞
あ
り
！

　
主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」

に
俵
（
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部

は
80
㌔
㌘
、
小
学
校
６
年
生
以
下

の
部
は
１
２
０
㌔
㌘
）
を
載
せ
、

４
２
・
１
９
５
㍍
を
人
力
で
引
い

て
速
さ
を
競
い
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
９
日
㈯

⃝

応
募
資
格
＝
小
学
生
１
チ
ー
ム

３
人
以
内
（
男
女
割
合
制
限
な
し
）

⃝

優
勝
賞
品
＝
上
陽
牛
10
㌔
㌘

《
11
月
９
日
㈯
》

▽
和
太
鼓
「
童
衆
」
演
奏
▽
開
運

収
穫
も
ち
ま
き
大
会
▽
騎
士
竜
戦

隊
リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
▽
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ

ン
ズ

《
11
月
10
日
㈰
》

▽
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会
、

福
岡
県
警
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

　
今
か
ら
約
６
百
年
前
の
南
北
朝
時

代
、
南
朝
の
再
興
を
願
い
な
が
ら
矢
部

の
地
で
ご
逝
去
さ
れ
た
後
征
西
将
軍
良

成
親
王
。
毎
年
親
王
の
命
日
に
当
た
る

10
月
８
日
に
御
墓
の
あ
る
大
杣
公
園
で

「
大
杣
公
園
祭
」
が
行
わ
れ
、
地
元
の
人

に
よ
る
公
卿
唄
や
浦
安
の
舞
等
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。
会
場
は
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
当
日
は
矢
部
支
所
か
ら
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
参
列
さ
れ
る
人
は
送

迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
10
月
８
日
㈫
10
時
～
※
送
迎

バ
ス
は
８
時
30
分
か
ら
、
矢
部
支
所
と

大
杣
公
園
の
間
を
随
時
運
行
し
ま
す
。

⃝

会
場
＝
大
杣
公
園
（
矢
部
村
御
側
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
総
務
課
　

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

木
造
聖
観
音
立
像
を
祀
る

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
を
偲
ぶ

大
杣
公
園
祭

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

募
集全

日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
も

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

【
全
日
本
・
ジ
ュ
ニ
ア
共
通
】

⃝

会
場
＝
春
の
山
公
園

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
15
日
㈫
必
着

⃝

申
込
＝
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

八
女
上
陽
ま
つ
り

「
き
ん
ま
選
手
権
大
会
」

出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

優勝賞金
10万円

★
八
女
上
陽
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈷
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
立
花
体
育
館
駐
車
場
（
雨
天
時

立
花
体
育
館
）

◦
内
容
＝
▽
太
鼓
・
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
▽
昔
あ
そ

び
・
く
じ
引
き
な
ど
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
▽

食
事
・
露
店
コ
ー
ナ
ー
▽
お
楽
し
み
大
抽

選
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
光
友
ま
つ
り
実
行
委
員

会
上
嶋
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
０
７
４
・

７
１
４
８
）

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
模
擬
店
や

不
用
品
バ
ザ
ー
、
岡
山
検
定
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈰
11
時
～
16
時

◦
会
場
＝
岡
山
小
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
会
長 

溝
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５

７
４
７
・
４
９
９
４
）

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈰
10
時
30
分
～
15
時

◦
場
所
＝
久
木
原
小
学
校
跡
地

◦
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

◦
内
容
＝
▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

和
太
鼓
「
童
衆
」
▽
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー

ジCozy-h

原
口
晃
二
（
久
木
原
出
身
の

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）
▽
地
元
食
材
で
オ

モ
テ
ナ
シ
（
新
米
お
に
ぎ
り
、
ア
ユ
の
塩

焼
き
、
だ
ご
汁
等
）
▽
農
産
物
販
売
・
里

山
散
策
会
、
特
産
品
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
歓
迎
実
行
委

員
会 

西
木
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
３
８
５
・

０
６
５
２
）

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
模
擬
店
、

抽
選
会
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
10
月
26
日
㈯
13
時
～

⃝

会
場
＝
納
楚
公
民
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
納
楚
行
政
区
長
永
松
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
８
９
１
１
・
５
８
７
０
）

　
「
い
に
し
え
の
道
」
は
、
車
の
な
い
時
代

に
上
陽
町
下
横
山
地
区
か
ら
耳
納
連
山
の

尾
根
を
越
え
て
北
野
町
に
至
る
重
要
な
物

資
流
通
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
山
頂
ま
で
の
往
復
約
10
㎞
歩
く
体
力

の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
11
月
２
日
㈯
９
時
～
15
時
30
分

予
定
（
雨
天
中
止
）

⃝

集
合
場
所
＝
み
ん
な
の
館
（
旧
尾
久
保

小
学
校
／
上
陽
町
下
横
山
２
１
１
０
）

⃝

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
）

⃝

参
加
料
＝
▽
大
人
１
０
０
０
円
▽
子
ど

も
５
０
０
円

⃝

募
集
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
10
月
10
日

㈭
※
８
時
～
９
時
、
18
時
～
19
時
の
間
で

受
付
し
ま
す
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
「
い
に
し
え
の
道

を
復
活
さ
せ
る
会
」森
山
さ
ん（
☎
０
９
０・

８
６
２
９
・
６
１
３
０
）

　大淵の棚田ですくすく育ったお米
の収穫の時期がやってきます！毎日
食べるお米。自分の手で収穫する喜
びを体験してみませんか。お昼ご飯
には、炊きたての新米と、好きな具
材を選んで『おにぎらず』を作りま
す♪
◦日時＝10 月26日㈯ 9 時 30 分～
14 時（雨天決行）
◦集合場所＝げんき館おおぶち
◦参加費＝１人 1000 円（昼食付き）
◦持ち物＝汚れてもいい服、着替え、
長靴、帽子、軍手、タオル、水筒、
エプロン、雨具
◦申込・問い合わせ＝電話かメール
にて、『代表者名・参加人数・連絡先』
をお伝えください。( ☎２４・８２１７、
q genkikanoobuchi@gmail.com)
※当日、新米ご購入希望の人は、１
㌔㌘あたり350円で予約も承ります。

第
３
回
光
友
ま
つ
り

（
Ｒ
元
年
度
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
）

い
に
し
え
の
道

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
）

第
11
回
岡
山
校
区
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

久
木
原
里
山
ふ
る
さ
と
歓
迎
交
流
会

第
17
回
納
楚
行
政
区
ま
つ
り

秋の稲刈り体験＆
新米でおにぎらず作り

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

各
地
の
秋
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
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消費生活
そうだん

塾
や
家
庭
教
師
、
外
国
語
教
室

も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す

あ
ぢ
さ
い
の
色
と
り
ど
り
の
さ
庭
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
延
み
さ
と

羽
抜
鳥
忘
れ
物
し
て
飛
び
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

牛
島 

景
子

比
翼
碑
に
触
る
る
紫
式
部
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

堤 

多
鶴
子

蜩
ひ
ぐ
ら
し

や
朝
の
厨く
り
やに
か
ま
び
す
し

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
中
川
原
篤
子

大
楠
の
神
苑
広
し
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

井
上
ト
シ
子

八
女
紫
苑
句
会

盆
過
ぎ
て
風
を
過
客
と
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

吉
泉 

守
峰 

煤す
す

塗ま
み

れ
盆
綱
曳
き
や
施
我
鬼
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

西
島
志
乃
芙

新
聞
に
蒲
の
穂
包
み
友
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　    

原 

　
宣
子

滴
た
る
る
打
ち
て
は
笹
に
蟹
の
子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
三
宅
清
一
郎

明
日
葉
の
わ
が
背
を
凌
ぐ
夏
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

武
田 

行
夫

花
火
師
の
闇
の
技
術
や
五
輪
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

中
村
テ
ル
ヨ

夏
風
邪
や
声
を
変
え
た
る
次
男
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　  

深
町 

和
子

立
花
町
立
花
俳
句
会

【
事
例
①
】

「
販
売
員
が
家
に
来
て
、
英
会
話
教
室

に
子
ど
も
を
通
わ
せ
な
い
か
と
勧
め
ら

れ
た
。
長
時
間
に
わ
た
っ
て
勧
め
ら
れ
、

と
う
と
う
根
負
け
し
て
契
約
し
て
し

ま
っ
た
が
、
契
約
金
額
が
高
額
の
た
め

今
後
ロ
ー
ン
で
払
っ
て
い
く
の
が
難
し

い
。
解
約
で
き
な
い
か
」

　

塾
、
家
庭
教
師
、
外
国
語
教
室
な
ど

の
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
長
期
間
に
わ
た

る
複
雑
な
内
容
の
契
約
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
消
費
者
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度（
無
条
件
解
約
）
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
契
約
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら
8
日
以
内
に
書
面
で
通
知
を
出
せ

ば
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
事
例
②
】

「
高
校
生
の
子
ど
も
の
た
め
に
家
庭
教

師
を
契
約
し
た
。
受
講
料
は
月
謝
と
し

て
支
払
い
、
教
材
費
を
高
校
3
年
間
分

を
ロ
ー
ン
で
契
約
し
た
。
半
年
間
は
教

材
を
使
っ
て
受
講
し
た
が
、
事
情
が
変

わ
り
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
解
約

料
を
請
求
さ
れ
た
。
教
材
費
の
返
金
に

つ
い
て
は
説
明
が
な
い
」

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
場
合「
中
途
解
約
」
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
期
間
途
中
で
の
解
約
は
「
解
約

料
」
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
解
約
料
に
つ
い
て
は
、
業
者
の
定

め
た
金
額
に
従
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
法
律
で
上
限
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
塾
の
場
合
、
1
回

も
受
講
し
て
い
な
い
と
き
、
解
約
料
は

１
万
１
０
０
０
円
、
1
回
で
も
受
講
し

た
と
き
は
、
2
万
円
も
し
く
は
1
か
月

の
受
講
料
分
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
が
解

約
料
と
な
り
ま
す
。
教
材
な
ど
「
関
連

商
品
」に
つ
い
て
も
、
ま
と
め
て
中
途

解
約
が
で
き
ま
す
。
教
材
を
開
封
し
た

だ
け
で
は
返
品
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

書
き
込
み
を
し
た
場
合
、
教
材
の
価
値

は
著
し
く
下
が
る
の
で
、
ど
の
範
囲
ま

で
返
品
返
金
で
き
る
の
か
、
細
や
か
な

精
算
を
業
者
と
話
し
合
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時
30
分
～
16
時
30
分
（
☎

２
３・１
１
８
３
）
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10

ご意見記入欄　　　（八女市広報R1.10）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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10月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿10月の館内整理日は25日㈮✿

幼児～小学生の皆さんが対象です♪

♥本館＝５日、12日、19日、26日
※いずれも土曜14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝5日㈯10時30分～
おはなしコーナー

10月のおはなし会

10月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝6日㈰、19日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝26日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
1㈫、8 ㈫、15 ㈫、22 ㈷、25 ㈮、29 ㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
7 ㈪、14 ㈷、21㈪、22 ㈷、25 ㈮、28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪、14 ㈷、21㈪、25 ㈮、28 ㈪

秋の読書週間にちなん
で、マナーアップキャン
ペーンやイベントを10
月26日㈯～ 11月10日㈰
まで実施します。

楽しいおはなしや手あそびがあるよ。いつ
もとちょっぴり違った雰囲気を楽しんでね！
仮装しての参加もOK。おはなし会の最後
には写真撮影ができるよ。
◦日時＝10月6日㈰・ 19日㈯11時～
◦場所＝八女市立図書館 2階研修室

★日時＝10月19日㈯14時～
★会場＝上陽公民館 2階 1号室
★出演＝森の仲間たち、おはなしチャチャ
茶、中村和代さん
※申込、参加費不要

元JAXA宇宙開発共同研究者が語る、もの
づくりと地域貢献
◦日時＝10月27日㈰13時～（90分程度）
◦場所＝八女市立図書館 2階研修室
◦演題＝「宇宙材料開発と地域いきいきも
のづくり」
◦定員＝30人（中学生以上）
◦申込＝10月1日㈫から全館で受付開始
◦問い合わせ＝八女市立図書館　☎22・
2504

秋の読書週間

としょかんまつり in 上陽

ハロウィンあかちゃんおはなし会

和田幸裕氏講演会

おかえり、
栞の場所で待ってるよ

2019・第 73 回読書週間

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

大阪府生まれ。健康増進施設べん
がら村で体を動かすことが日課。
「特にZUMBA（ズンバ）を踊るこ
とが好きで、型にはまらず音楽に
合わせて自由に体を動かせること
が魅力です」

　

龍
ヶ
原
で
桶
屋
を
営
む
松
延
さ
ん

夫
婦
。
九
州
唯
一
の
手
作
り
桶
屋
で
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
木
桶
の
注
文
や
修

理
を
請
け
負
う
ご
主
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
な
が
ら
、手
づ
く
り
桶
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

「
90
年
以
上
続
く
桶
屋
へ
嫁
い
で
き
ま

し
た
。
接
客
業
や
事
務
職
の
経
験
を

生
か
し
、
店
の
営
業
や
経
理
、
広
報
、

イ
ベ
ン
ト
の
対
応
等
の
役
割
を
中
心

に
、
桶
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い

ま
す
。
桶
は
１
０
０
％
九
州
産
の
ス
ギ

を
使
用
し
、
す
べ
て
手
作
業
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

妥
協
せ

ず
、
真
心

を
こ
め
て

丁
寧
に
仕

上
げ
て
い

ま
す
。
完

成
し
た

も
の
を
手

に
と
っ
て
も
ら
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
い

く
姿
を
み
る
と
、や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。昔
は
近
郊
に
60
軒
以
上
あ
っ
た
桶

屋
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
普
及
や
需
要

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、今
で
は
九
州
本

土
は
こ
こ
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
木
桶

の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
木
の
風
合
い
や
手

触
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

修
理
す
れ
ば
何
年
も
使
い
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。漬
け
物
や
味
噌
等
の

発
酵
食
品
と
相
性
が
よ
く
、炊
い
た
ご

飯
は
お
ひ
つ
に
移
し
替
え
る
と
適
度
に

水
分
が
抜
け
て
美
味
し
く
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
。最
近
で
は
手
作
り

の
桶
も
少
し
ず
つ
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
桶
を
知
ら
な
い
若

い
世
代
に
は
桶
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
し
、桶
に
な
じ
み
が
あ
る
方
に

も
、昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
使
っ
て
ほ

し
い
で
す
。手
作
業
の
よ
さ
を
伝
え
な

が
ら
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

手
作
り
桶
の
魅
力
を
届
け
て
い
き
た
い　

松
延 

美み

和わ

子こ

さ
ん

127

夫婦二人三脚で桶を作っています
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　市内の小学５年生から中学３年生まで
を対象に「キラリ☆やめっ子サマーキャ
ンプ」（八女市青少年教育キャンプ）を、
８月19日㈪～ 21日㈬に国立阿蘇青少年
交流の家で行いました。参加した児童・
生徒 46 人は、沢登りや水基巡りなど
阿蘇ならではの活動や、キャンプファイ
ヤー、野外調理、劇の発表会などに積極
的に取り組みました。参加者からは、「班
で役割分担して、協力できてよかった」「日
頃体験できないことができて楽しかった。
これからの生活に生かしたい」との声が
聞かれ、多くの体験を通して成長した姿
をみることができました。

阿蘇の大自然を満喫

花火が夜空を彩る 輝く月に風情を感じる

12

　9 月 2 日㈪祈祷院八朔大祭典花火
大会が行われました。五穀豊穣や地域
の安全を願い開催される祈祷院の八朔
祭りは、かつて福島八幡宮の放生会、
水田天満宮の千灯明とともに八女の三
大祭りとしてにぎわった伝統ある祭り
です。夜空を彩り、川面を照らす大輪
の花火に多くの見物客が見入っていま
した。

　仲秋の名月を眺めながら秋の一夜を楽しむ観月会
（黒木文化連盟主催）が 9 月13日㈮黒木町学びの館
で催されました。月夜のなかで筝曲やハーモニカが演
奏され、参加者は情趣ある音色に聴き入りました。ま
た茶席では、お茶とともに月にちなんだうさぎの形を
した和菓子が出されました。参加者の一人は、「今夜
は天気が良く綺麗な月を鑑賞することができて良かっ
た。趣ある催しのなかで日本の風情を感じることがで
きました。」と感想を語っていました。その他、会場
では月見まんじゅうの販売などが行われました。
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団体戦で優勝した木佐木少年剣道会Ａ

　第 54 回矢部川源流少年剣道大会が８月24 日㈯、矢
部体育館でありました。結果は次のとおりです。（敬称略）

【団体戦】▼小学生の部のみ ①木佐木少年剣道会Ａ ②矢
部道場

【個人戦】▼小学３年生以下の部 ①大塚琳翔（木佐木少
年剣道会）②山口功真（木佐木少年剣道会）▼小学４年
生の部 ①宇戸田虎二郎（自習会）②吉本翔（大溝少年剣
道会）▼小学５年生の部 ①眞崎颯（木佐木少年剣道会）
②木下慶士郎（八女少年剣道クラブ）▼小学６年生の部 
①田中絢（大渕道場）②藤井大河（大渕道場）▼中学生
男子の部 ①大藤悠希（八女少年剣道クラブ）②宇戸田龍
之介（自習会）▼中学生女子の部 ①仁田原楓美（木屋道
場）②古賀聖視（黒木道場）

 　9 月10日㈫、長峰小学校 5 年生（60 人）
が育てている「ガッツ米（品種：ゆめつく
し）」の草刈りが行われました。樋口農園
の樋口さんとともに、食育の授業の一環と
して取り組んでいます。日差しが降り注ぐ
中、子どもたちは鎌を使い、米がよく育つ
ように水田まわりの草を手作業で刈ってい
きました。また、今回は農業機械メーカー
である、株式会社オーレックの協力により、
草刈りの説明や機械の実演、除草器具同
士の草刈りレース等も行われ、機械での
除草の速さを実感したようでした。最後に
これから実る稲を守るために、事前に作
成したかかしを 9 体設置しました。「草刈
りの大変さを感じた」、「機械によって農家
の人の作業が楽になっていることがわかっ
た」と、米づくりの大変さや大切さを改め
て感じた様子でした。

　

市
内
各
公
民
館
で
は
、
中
学
生
・

高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
学
び
あ

う
中
高
生
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

八
女
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
講
座
で
は
、

８
月
24
日
㈯
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
で
24

時
間
テ
レ
ビ
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
活
動
に
参
加
し
た
15
人
は
大
き
な

声
で
募
金
を
呼
び
か
け
、
15
万
５
２
１

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
24
時
間
テ

レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
を
通
し
て
、

福
祉
や
環
境
保
全
、
災
害
復
興
支
援

に
使
わ
れ
ま
す
。
募
金
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

草刈りとかかしで稲を守る

剣道大会が行われました

24
時
間
テ
レ
ビ
の

募
金
活
動
を
し
ま
し
た



　

布
用
絵
具
と
ス
テ
ン
シ
ル
型
を

使
っ
て
、
洋
服
に
花
の
絵
を
描
い

た
個
性
的
な
展
示
会
で
す
。
絵
は

苦
手
と
い
う
人
に
も
、
楽
し
く
絵

付
け
が
で
き
る
体
験
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
４
日
㈮
～
６
日

㈰
、
10
時
～
17
時
（
４
日
は
11

時
か
ら
、
６
日
は
16
時
ま
で
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
の

文
化
連
盟
芸
能
音
楽
部
門
の
指
導

者
ク
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
、
吟
詠
・

大
正
琴
・
文
化
箏
・日
舞
・三
味
線
・

民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
の
発
表
。
八
女
市
か
ら
も
多
数

出
演
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
６
日
㈰
開
場
９

時
30
分
、
10
時
開
会

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
大

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
文

化
係
（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　

今
月
は
、
作
業
療
法
士
の
岸

良
至
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
話

と
自
由
な
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
10
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
本
町
17
ー
２
）

☎
２
２
・
２
６
１
０

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
調
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
お
持
ち
の
人
は
「
夕
日
」「
ス

ワ
ニ
ー
川
」
他
を
一
緒
に
演
奏
し

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
・
ハ
ー

モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
『
竹
取
物
語
』

末
石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

　

し
ょ
う
が
い
の
有
無
に
関
係
な

く
す
べ
て
の
人
々
が
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
暮
ら
す
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
手
話
ソ
ン
グ
、
忠
見
保
育
園

児
に
よ
る
太
鼓
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
職

員
に
よ
る
出
し
物
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
模
擬
店
や
工
房
の
パ
ン
販

売
等
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈯
11
時
～

16
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
陽
だ
ま

り
の
里
（
本
２
５
７
５
ー
１
）
☎

３
０
・
３
０
５
５

　

我
が
国
の
繁
栄
の
た
め
に
過

去
の
大
戦
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
誓
う
目

的
で
、
八
女
市
戦
没
者
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈯
10
時
～

（
9
時
30
分
受
付
開
始
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
（
大
）
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
福
祉
総

務
係
（
☎
２
４
・
８
０
３
０
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

今
回
は
１
５
０
回
の
節
目
に
あ
た

る
た
め
、
特
別
企
画
と
し
て
「
や

べ
の
も
り
」「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
」「
池
の
山
荘
」
の
ペ
ア
宿
泊

券
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
出
店
者
も

随
時
募
集
中
。

◦
開
催
日
＝
10
月
13
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　仮装をしてハロウィンの雰囲気を楽
しみながら、11㎞を楽しく歩きません
か♪仮装コンテストもあります！
◦日時＝10 月19日㈯ 10 時受付～
◦会場＝山の井公園集合（岩戸山古
墳見学者用駐車場に駐車して公共交
通機関でお越しください）
◦参加費＝1,000 円（お弁当やスイー
ツのおもてなしあり）
◦募集人数＝先着 60 人
◦参加方法＝住所・氏名・年齢・電
話番号を記入の上、観光振興課へファ
クスもしくは直接申し込みください。
◦問い合わせ＝観光振興課（☎ 23・
１1192 ／ o22・7311）

八
女
軽
ト
ラ
市

「
１
５
０
回
記
念
市
」

◦日時＝11月 9日㈯ 10 時～ 14 時（受
付 9 時 30 分～）◦場所＝くつろぎの森
グリーンピア八女◦参加料＝ 2,000 円

（体験、音楽鑑賞、レストランでの食事、
温泉入浴券込み）◦定員＝先着 50 人
◦募集締切＝10 月29日㈫

◦内容＝【午前】森林セラピー
体験。森の中に身をおいて
癒されてみませんか。

【午後】コンサートをお楽し
みください。▽五円玉（フォー

クソングが大好きな幼なじみの男性２人
（柴田德志・吉原敬三）のグループ▽森
のなかまたち（八女市を中心に幅広く活
動を続けているコカリナ専門のグループ）
◦申込・問い合わせ＝黒木支所産業経
済課（☎ 42・1115）

お
知

ら
せ

し
ょ
う
が
い
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

南
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

花
の
よ
そ
お
い
展

八
女
市
戦
没
者
追
悼
式

陽
だ
ま
り
の
里
ほ
の
ぼ
の

フ
ェ
ス
タ

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

【九州オルレ八女コース】

ハロウィンオルレ

「森の癒しとフォークデュ
オ五円玉コンサート」

も
よ
お
し

森林
セラピー
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取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
サ
ン
ア

ク
ア
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
に
よ
る
基
調
講

演
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、

定
員
２
０
０
人
、
要
申
込・先
着
。

◦
日
時
＝
10
月
24
日
㈭
14
時
～

15
時
30
分

◦
場
所
＝
福
岡
県
庁
３
階
講
堂

◦
申
込
＝
福
岡
県
新
雇
用
開
発

課
障
が
い
者
雇
用
係（
☎
０
９
２・

６
４
３
・
３
５
９
４
／
o
０
９
２
・

６
４
３
・
３
６
１
９
）

　

農
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
稲
・
麦
・
大

豆
等
を
中
心
と
し
た
九
州
北
部

で
の
新
し
い
農
業
技
術
の
研
究

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
公

開
に
て
、
水
田
で
の
農
業
に
関
す

る
新
し
い
技
術
の
紹
介
や
イ
ベ
ン

ト
・
試
食
を
行
な
い
ま
す
。
申
込

不
要
、
無
料
、
農
業
関
係
者
や
一

般
の
人
な
ど
ど
な
た
で
も
お
い
で

く
だ
さ
い
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
を

見
て
み
よ
う
～
ス
マ
ー
ト
農
業
っ

て
な
に
？
」
を
テ
ー
マ
に
自
動
運

転
の
田
植
え
機
も
展
示
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
10
月
26
日
㈯
10
時
～

14
時
30
分

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
研

機
構
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
（
筑
後
市
和
泉
４
９
６
）
☎

０
９
４
２
・
５
２
・
３
１
０
１

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈰
７
時
30
分
、

立
花
体
育
館
集
合
※
約
２
時
間

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

九
州
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

愛
好
家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
で

す
。
バ
ザ
ー
や
ク
イ
ズ
大
会
、
抽

選
会
等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈰
９
時
～

17
時

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

（
雨
天
時
旧
白
木
小
学
校
体
育
館
）

◦
入
場
料
＝
２
千
円
（
１
ド
リ
ン

ク
付
き
）
小
学
生
以
下
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

託
児
あ
り
（
10
月
７
日
締
切
）。

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈷
14
時
～

15
時
30
分
（
13
時
30
分
開
場
）

◦
会
場
＝
八
幡
小
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
は
八
幡
小
交
通
公
園
・
運

動
場
、
八
幡
保
育
園
、
西
公
民
館

◦
内
容
＝
「
み
ん
な
で
考
え
よ

う
！
く
ら
し
防
災
」
／
柳
原
志
保

さ
ん
（
歌
う
マ
マ
防
災
士
、
熊
本

県
和
水
町
在
住
）
※
入
場
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
幡
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
下
川
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
４
７
７
６
・
２
２
６
８
）

◦
日
時
＝
10
月
15
日
㈫
14
時
開

演
（
13
時
30
分
開
場
）

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

◦
内
容
＝
音
楽
と
朗
読

◦
会
費
＝
２
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
十
五
夜
を
愉
し

む
会
木
下
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８

８
３
６
・
３
６
０
５
）

　

今
回
は
「
人
生
、
一
か
八
か
」

と
題
し
、
井
上
卓
さ
ん
（
ア
ッ
プ

フ
ー
ド
株
式
会
代
表
取
締
役
）
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈬
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ムヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
16
日
㈬
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
（
小
）
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
▽
第
１
部(
地
域
づ
く

り
提
案
事
業
活
動
発
表
）

①
豊
岡
地
区
自
治
運
営
協
議
会

「
菖
蒲
園
の
里
づ
く
り
（
環
境
美

化
推
進
事
業
）」
②
夢
か
さ
は
ら

自
治
運
営
協
議
会
「
櫨
の
植
樹

と
里
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ

デ
ン
ス
in
上
鹿
子
尾
」

▽
第
2
部(

講
演
会
）「
頭
の
過

疎
を
切
り
替
え
る
」
～
子
ど
も
・

孫
た
ち
は
近
場
に
住
ん
で
い
る
～

／
一
般
社
団
法
人
ト
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
・
農
村
研
究
所
代
表
理
事
長

徳
野
貞
雄
さ
ん
（
熊
本
大
学
名

誉
教
授
）

人
口
減
社
会
に
お
け
る
地
域
政

策
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　

古
本
市
の
収
益
金
は
八
女
市

立
図
書
館
の
読
書
啓
発
事
業
に

役
立
て
ま
す
。
な
く
な
り
次
第

終
了
。
当
日
は
持
ち
帰
り
用
の

袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
20
日
㈰
13
時
～

16
時
※
今
年
は
午
後
か
ら
開
催

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　　

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

な
ど
へ
の
表
彰
を
行
う
と
と
も

に
、
障
が
い
者
雇
用
の
先
進
的
な

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

十
五
夜
を
愉
し
む
会

第
14
回
古
本
市

福
岡
県
障
が
い
者
雇
用
促
進

大
会

八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会

地
域
づ
く
り
研
修
会　

農
研
機
構
一
般
公
開

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

第
67
回
地
域
活
動
講
演
会

八
幡
校
区
防
災
講
演
会

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　日本で染織が始まった時期は
はっきりとしていませんが、弥生時
代の遺跡から染織された布が発見
されています。自然豊かな岩戸山古
墳にも見られる植物を材料に、草木
染めを体験してみませんか。
◦日時＝ 10 月14 日㈷ 13 時 30 分
～ 16 時◦会場＝いわいの郷◦定員
＝ 20 人（先着順）※小学 3 年生
以下は保護者同伴◦参加費＝ 500
円◦申込＝電話またはファックス

（月曜日は休館のためファックスの
みの受付）
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」（☎ 24・3200
／ N 24・3210）

岩戸山で草木染め体験

八女市岩戸山歴
史文化交流館「い
わいの郷」
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ま
わ
り
、
事
業
内
容
や
具
体
的

な
仕
事
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
企
業
担
当
者
か
ら
生
の

情
報
を
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、予
約
不
要
、入
退
場
自
由
、

履
歴
書
不
要
。

◦
日
時
＝
11
月
４
日
㉁
13
時
～
16

時
（
12
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
大

ホ
ー
ル（
筑
後
市
若
菜
１
１
０
４
）

◦
対
象
者
＝
八
女
市
・
筑
後
市
・

広
川
町
で
の
就
職
を
希
望
す
る

人
※
年
齢
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い

る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

◦
参
加
企
業
＝
40
社
予
定 

※
参

加
予
定
企
業
名

は
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

◦
主
催
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
・

八
女
地
区
雇
用
問
題
協
議
会
八

女
事
務
局
（
八
女
市
役
所
商
工
・

企
業
誘
致
課
）☎
２
３
・
１
１
８
９

　

60
歳
以
上
の
人
で
、
当
セ
ン

タ
ー
へ
登
録
後
、
就
業
条
件
が
合

え
ば
、
企
業
へ
派
遣
ま
た
は
職
業

紹
介
し
ま
す
。
募
集
期
間
随
時
。

登
録
料
無
料
。
ま
た
、
求
人
企

業
も
募
集
し
ま
す
。
幅
広
い
分
野

で
即
戦
力
と
な
る
高
齢
者
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
高
齢
者

能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４

２
・
３
５
・
０
５
２
０
／http://

w
w

w.hatsu-ratsu.com

）

　

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
と

資
格
等
は
、
募
集
案
内
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は

公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課（
☎
４
２・１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　

就
職
希
望
者
と
地
元
企
業
の

出
会
い
の
場
と
し
て
、
合
同
会
社

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

者
は
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に

者
、
子
ど
も
会
関
係
者
、
児
童

委
員
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　

犬
と
の
良
好
な
関
係
を
つ
く

る
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈰
10
時
～

11
時
40
分

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎

◦
申
込
締
切
＝
11
月
１
日
㈮
、
定

員
25
人
、
先
着
。
申
込
の
際
に

は
犬
の
し
つ
け
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
犬
を
同

行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 
保
健

衛
生
課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・

２
１
６
３
／
o
０
９
４
４
・
７
２
・

３
０
３
５
）

　

今
年
度
第
３
回
定
期
募
集
の

受
付
を
10
月
10
日
㈭
か
ら
10
月

31
日
㈭
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
、
10
月

10
日
か
ら
市
役
所
本
庁
、
各
支

所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。

募
集
住
宅
・
募
集
戸
数
・
申
込

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

は
、
視
覚
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

に
広
報
紙
等
の
点
訳
を
行
い
、
生

活
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
点
字
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
期
日
＝
10
月
16
日
～
11
月
20

日（
毎
週
水
曜
日
）19
時
～
21
時
、

全
６
回

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
中
会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
中
で
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
家

庭
教
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
、
関
係
者
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
社
会
教

育
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈮
19
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
対
象
＝
幼
稚
園
・
保
育
所
関

係
者
、
小
・
中
学
生
を
持
つ
保
護

来
年
４
月
入
校
生
を
募
集

「
合
同
会
社
説
明
会
」
を
開
催

八
女
市
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

犬
の
し
つ
け
方
教
室

令
和
元
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

就
業
希
望
の
高
齢
者
登
録
・

求
人
企
業
の
募
集
に
つ
い
て

点
字
教
室
教
室
・
講
座

募
　
集

就
業
支
援

　結婚を予定している皆さん、十二
単衣と束帯姿で新しい門出を飾って
みませんか。
◦期日＝ 3 月1日㈰※ 1組限定、応
募多数の場合は11月10日㈰に抽選。
◦会場＝福島八幡宮（宮野町）
◦費用＝玉串料３万円
◦申込締切＝10 月31日㈭
◦申込・問い合わせ＝まつり事務局

（観光振興課）☎２３・１１９２

「雛の里・八女ぼんぼりまつり
十二単衣と束帯姿の結婚式」
カップル募集

　来年 2 月23日㈰から 3 月22
日㈰までの間、福島の町並みや
商店街など約 100 か所に八女地
方独自の「箱びな」を中心に雛
人形を展示。期間中はさまざま
なイベントを開催します。まちは
雛の里一色に染まります。
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▽
中
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
10
月
13
日
㈰
～
10
月

27
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　

過
激
派
は
、
善
良
な
市
民
を

装
っ
て
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
を
ア
ジ
ト
に
し
て
潜
み
、「
爆

弾
を
製
造
す
る
」「
テ
ロ
、
ゲ
リ

ラ
の
計
画
を
練
る
」「
違
法
な
調

査
活
動
を
行
う
」「
指
名
手
配
犯

人
を
匿
う
」と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
秘
密
ア
ジ
ト
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
近
隣
住
民
と
の
接
触
を
極
端
に

避
け
て
生
活
し
て
い
る
。
▽
昼
間

で
も
常
に
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
部

屋
の
中
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
▽
部
屋
に
出
入
り
す
る
際
、

周
囲
を
異
常
に
気
に
し
て
い
る
。

◦
連
絡
先
＝
八
女
警
察
署
（
☎
２

２
・
５
１
１
０
）

　

九
州
・
山
口
医
療
問
題
研
究

会
福
岡
県
弁
護
団
で
は
、
例
年

医
療
事
故
１
１
０
番
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
医

療
に
関
し
て
、
事
故
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち
の

人
、
弁
護
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
の
声
が
医
療
改
善

の
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
10
月
12
日
㈯
10
時
～

15
時

◦
受
付
電
話
＝
０
９
４
２
・
２
７
・

５
４
４
０ 

※
受
付
電
話
で
は
事

案
概
要
の
み
を
伺
い
、
後
日
無
料

の
面
談
相
談
を
設
定
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
法
律
事
務

所
青
木
さ
ん（
☎
２
４・
９
７
６
９
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

小
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
お
よ
び
来
年
度
入
学

予
定
児
童

◦
申
込
期
限
＝
10
月
18
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　

道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協

力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
今
年
も
秋
季
の
道
路
愛

護
作
業
は
10
月
を
め
ど
に
、
各

行
政
区
の
都
合
の
良
い
日
に
実
施

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
処
理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
袋
は
本
庁
管
内
行
政
区
は
本

庁
建
設
課
、
各
支
所
管
内
行
政

区
は
各
支
所
建
設
課
、
ま
た
は

建
設
経
済
課
で
各
行
政
区
長
に

配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
（
☎ 

２
３
・
１
９
６
１
）
▽
黒
木
支
所

建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（ 

☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎ 

５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

▽
山
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
10
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
事
前
に
団
体
登
録

必
要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
11
月
利
用
者
の
会
＝
10
月
19

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

筑
後
市
教
育
委
員
会
で
は
、

古
川
小
学
校
に
言
語
通
級
指
導

教
室
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
の
教
室

は
、「
通
級
指
導
教
室
（
週
１
回
）」

と
「
教
育
相
談
（
隔
週
１
回
）」

が
あ
り
、
言
葉
に
関
す
る
個
別

指
導
を
行
う
教
室
で
す
。
子
ど

も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
を
行

い
、
言
葉
や
聞
こ
え
か
ら
く
る
困

難
さ
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
の
び

の
び
と
小
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま

す
。気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
今
年
度
八
女
市
内

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

来
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。
入
校
料
・
授
業
料
無
料
。

◦
募
集
科
目（
訓
練
期
間・定
員
）＝

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

▽
メ
カ
ト
ロニ
ク
ス
科（
２
年・20
人
）

▽
自
動
車
整
備
科
（
２
年
・
20
人
）

▽
建
築
科
（
１
年
・
30
人
）
▽
介

護
サ
ー
ビス
科
（
６
か
月
・
30
人
）

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

▽
電
気
設
備
科
（
１
年
・
12
人
）

▽
Ｏ
Ａ
事
務
科
（
１
年
・
12
人
）

▽
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
技
術
科
（
１
年・

10
人
）

◦
募
集
期
間
＝
10
月
７
日
㈪
～

11
月
８
日
㈮
（
第
１
回
目
募
集
）

◦
試
験
日
＝
11
月
19
日
㈫

◦
対
象
者
＝
訓
練
を
受
け
て
関

連
職
種
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
久
留
米
高
等

技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
２
・
３

２
・
８
７
９
５
）
▽
大
牟
田
高
等

技
術
専
門
学
校
（
☎
０
９
４
４
・

５
４
・
０
３
２
０
）
ま
た
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

秋
季
道
路
愛
護
作
業
に
ご
協
力
を

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

古
川
小
学
校「
こ
と
ば
の
教
室
」

過
激
派
の
ア
ジ
ト
発
見
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

相
　
談

一
　
般

医
療
事
故
１
１
０
番

◦募集対象者＝八女市内
に住所を有する中学３年
生および義務教育学校９
年生で経済的理由により
就学が困難な世帯
◦募集人員＝ 50 人
◦給付金額＝月額 8,000円
◦給付期間＝高校３年間
◦募集期限＝10月31日㈭
※市内の公私立中学校お
よび義務教育学校に通学
されている世帯は各学校
へ、市外の公私立中学校
に通学されている世帯は
学校教育課総務係にお尋
ねください。
◦問い合わせ＝学校教育
課総務係（☎ 23・1954）

令和２年度 
八女市奨学生募集

令和元年 10 月１日から
のし尿汲み取り料金に
ついては、新しい消費
税率が適用されます。
ご理解をお願いします。
◦問い合わせ＝環境課

（☎ 23・1462）

し尿汲み取り料金の
変更について
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火災出火件数  5件 （24件）
救急出動件数 238件 （2,010件）
救急搬送人数 229人 （1,948人）

人身事故発生件数 16件 （201件）
傷　　者 37人 （258人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,114 (+31）
男 29,799  (+1)
女 33,315  (+30)

世帯数 25,013  (+92)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 死亡 71 人
転入 222 人 転出 149 人

▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（8 月31日現在）

▼ 8 月の異動

納期限・口座振替日は10月31日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（3 期）◦国民健康保険税（4 期）◦
後期高齢者医療保険料（4 期）◦介護保険料（4 期）
◦住宅使用料（10 月）◦保育料（10 月）◦水道
料金・下水道使用料（4 期）◦農業集落排水施
設使用料（4 期）◦下水道受益者負担金（2 期）

10月に
納める
もの

◦
対
象
＝
第
二
種
施
設
（
多
数
の

者
が
利
用
す
る
施
設
の
う
ち
、
学

校
、
病
院
、
児
童
福
祉
施
設
以

外
の
一
般
の
事
務
所
や
工
場
の
管

理
者
※
事
業
所
・
飲
食
店
等
の

経
営
者
等
）

◦
日
時
＝
11
月
7
日
㈭
①
10
時

30
分
～
12
時
②
14
時
～
15
時
30

分
（
午
前
・
午
後
と
も
同
内
容
）

◦
会
場
＝
柳
川
市
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
水
の
郷
」
水
の
郷

ホ
ー
ル

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
簡
易
申
請
シ

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を

児
童
相
談
所
か
ら
委
託
を
う
け

て
家
庭
で
育
て
て
い
く
の
が
里
親

で
す
。
安
心
で
き
る
環
境
で
特
定

の
養
育
者
と
生
活
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
な

が
り
ま
す
。
期
間
は
何
年
も
預

か
っ
て
い
た
だ
く
場
合
か
ら
、
緊

急
な
保
護
が
必
要
な
場
合
に
数

日
間
預
か
っ
て
い
た
だ
く
場
合
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
少
し
で
も
興
味

の
あ
る
人
は
里
親
制
度
に
つ
い
て

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
日
程
調
整
後
個
別
実
施

◦
内
容
＝
「
里
親
っ
て
ど
ん
な
制

度
？
」「
里
親
に
な
る
た
め
に
は
」
等

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

ス
テ
ム
に
て
次
の
内
容
で
申
込
①

参
加
希
望
日
、
午
前
ま
た
は
午

後
②
氏
名
③
連
絡
先
（
電
話
番

号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
④

事
務
所
等
所
在
地
（
市
町
村
の

み
）
⑤
業
種
（
会
社
、
飲
食
店

な
ど
）
⑥
参
加
予
定
人
数

◦
申
込
締
切
＝
10
月
31
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康

増
進
課
保
健
指
導
係
（
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
２
７
０
／
N
０

９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
１
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
（
親
の
病

気
、死
亡
、離
婚
、虐
待
な
ど
）
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
で
生
活
す
る

久
留
米
児
童
相
談
所
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
４
４
５
８
）

　

近
年
筑
後
地
域
で
は
、
重
油

な
ど
の
油
が
河
川
や
水
路
へ
流
出

す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
油

が
川
や
水
路
へ
流
出
す
る
と
、
周

辺
の
環
境
や
生
態
系
に
悪
影
響

を
与
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
上

水
道
の
取
水
停
止
や
農
業
・
漁

業
被
害
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
事
故
の
原
因
者
は
高
額
な
処

理
費
用
を
負
担
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
莫
大
な
額
の
損
害
賠
償
も

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
事
故
を
防
止
す
る
に
は

　

油
流
出
事
故
の
発
生
の
多
く

は
、
設
備
の
点
検
・
維
持
管
理
の

不
備
や
操
作
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

普
段
か
ら
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
油
類
の
使
用
時
や
タ
ン
ク

へ
の
補
給
時
は
、
特
に
注
意
し
て

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は

　

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場

合
や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ま
た

は
所
管
の
消
防
署
・
市
役
所
等

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・
６

９
６
４
）

油
流
出
事
故
に
注
意
！

【女性フェスタ】◦日時＝10/13 ㈰～ 14 ㈷ 10:00 ～
17:00◦場所・問＝サザンクス筑後（0942・54・1200）

【水田天満宮稚児風流】◦日時＝10/25 ㈮ 10:00 ～
13:00◦場所・問＝水田天満宮（0942・53・8625）

【三柱神社秋季大祭「おにぎえ」】◦日時＝10/12 ㈯
～ 14 ㈷◦場所・問＝三柱神社（0944・72・3883）

【水郷柳川ゆるり旅】◦期間＝ 9/29 ㈰～ 11/3 ㈷◦
問＝柳川市観光課（0944・77・8565）

【大川木工まつり】◦日時＝ 10/12 ㈯～ 14 ㈷ 9:00
～ 18:00 ◦場所＝大川産業会館ほか◦問＝大川市
インテリア課（0944・87・2101）

【新開能】◦日時＝ 10/19 ㈯ 15:00 ～ 21:00 ◦場所
＝賓満神社◦問＝市社会教育課（0944・32・9183）

【大木さるこいフェスタ】◦日時＝10/27 ㈰ 10:00 ～
◦場所＝アクアス◦問＝町企画課（0944・32・1036）

【スローフードフェスタ 新そば祭り】◦日時＝ 10/6
㈰ 10:30 ～ 15:00 ◦場所・問＝逆瀬ゴットン館（☎
32・6525）

【広川まつり】◦日時＝ 10/19 ㈯ 17:00 ～ 21:00、 
20 ㈰ 8:30 ～ 15:30 ◦場所＝広川中学校◦問＝同
振興会（☎ 32・0344）

広川町

大木町

みやま市

大川市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
改
正
健
康
増
進
法
に
か
か
る

受
動
喫
煙
対
策
説
明
会

里
親
制
度
説
明
会

10月22日 ㈷よしいずみ歯科（筑後市）☎0942・42・3555在宅医当番追加
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久
留
米
児
童
相
談
所
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
４
４
５
８
）

　

近
年
筑
後
地
域
で
は
、
重
油

な
ど
の
油
が
河
川
や
水
路
へ
流
出

す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
油

が
川
や
水
路
へ
流
出
す
る
と
、
周

辺
の
環
境
や
生
態
系
に
悪
影
響

を
与
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
上

水
道
の
取
水
停
止
や
農
業
・
漁

業
被
害
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
事
故
の
原
因
者
は
高
額
な
処

理
費
用
を
負
担
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
莫
大
な
額
の
損
害
賠
償
も

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
事
故
を
防
止
す
る
に
は

　

油
流
出
事
故
の
発
生
の
多
く

は
、
設
備
の
点
検
・
維
持
管
理
の

不
備
や
操
作
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

普
段
か
ら
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
油
類
の
使
用
時
や
タ
ン
ク

へ
の
補
給
時
は
、
特
に
注
意
し
て

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は

　

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場

合
や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ま
た

は
所
管
の
消
防
署
・
市
役
所
等

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・
６

９
６
４
）

予約

無料法律相談
◦10 月17日㈭ 、11月7日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦10 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦10 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦10 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦10 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦10月21日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10月1日㈫ 13:30 ～16:00 ／矢部公民館
◦10月2日㈬ 13:30 ～16:00 ／星野支所
◦10月4日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福
　祉会館／地域福祉センター（上陽）
◦10月9日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦10月11日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦10月3日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦10月16日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦10月8日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月1日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦10月9日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月18日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦10月11日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月2日㈬、16日㈬ 、30日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦10月16日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦10月9日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦10月23日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦10月4日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦10月15日㈫10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦10月21日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦10月15日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦10月11日㈮・15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦10月10日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月10日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦10月24日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子

どもが引きこもり」などの心配事
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）※予約☎0944・
72・2176

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦10月15日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦�平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【忠見地区】◦日時＝10月21日㈪
10:00 ～ 11:30、12:30 ～ 15:30
◦場所＝株式会社熊谷光玉園（井延）

【岡山地区】◦日時＝10月28日㈪
10:00 ～ 11:30、12:30 ～ 15:30
◦場所＝室岡公民館
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おたんじょうびおめでとう
1
歳
お
め
で
と
う
♡
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
！

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元

気
に
育
っ
て
ね
。

1
歳
お
め
で
と
う
♡
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
す
く
す
く

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

結
香
ち
ゃ
ん
、
祝
1
歳
お
め

で
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
可
愛

い
笑
顔
で
癒
や
し
て
ネ
！

1
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う

♡
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
い
っ

ぱ
い
笑
っ
て
す
ご
そ
う
ね
。

パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
。
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
育
っ
て

ね
！
大
好
き
♡

好
奇
心
旺
盛
！
活
発
な
あ
い

な
♡
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す

く
大
き
く
な
あ
れ
♡

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん
達
み
た
い

に
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

1
歳
お
め
で
と
う
♡
す
く
す

く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
花
音

ち
ゃ
ん
だ
ー
い
す
き
♡

松﨑 蘭
らん

佳
か

ちゃん

藤﨑 日
ひ な た

向ちゃん

秋山 美
み

織
おり

ちゃん

中村 結
ゆい

香
か

ちゃん

田中 蒼
あ

大
お

ちゃん

似吹 柚
ゆ

奈
な

ちゃん

片山 葵
あ

以
い

那
な

ちゃん

桐明 蒼
あお

仁
と

ちゃん

問註所 花
か の ん

音ちゃん

Ｈ30年10月1日生（酒井田）

Ｈ30年10月10日生（高塚）

Ｈ30年10月29日生（柳島）

Ｈ30年10月2日生（立花町）

Ｈ30年10月12日生（馬場）

Ｈ30年10月29日生（室岡）

Ｈ30年10月3日生（黒木町）

Ｈ30年10月14日生（納楚）

Ｈ30年10月31日生（室岡）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）
【お詫びと訂正】広報八女9月1日号おたんじょうびおめでとうの欄、「井上綾音ちゃん」は「井上彩音ちゃん」の
誤りです。お詫びして訂正します。

　9 月14日㈯、宮野公園周辺で「光
と音楽の花火大会」が開催されまし
た。音楽とともに打ち出される約2,000
発の花火が矢部川を照らしました。 
美しく大きな花火があがるたびに歓声
が上がり、見物客は八女の秋の夜を
楽しんでいました。

秋の夜空に咲く大輪

▽
8
月
27
日
か
ら
の
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
九
州
北
部
地

方
は
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
八
女
市
に
お
い
て

も
平
成
24
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
よ
う
や
く
復
興
し
た
矢
先

で
あ
り
ま
し
た
が
、
再
び
被
災
。
お
一
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
道
路
損
壊
や
床
上
・
床
下
浸
水
、
農
林
業
関
連
な
ど

の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
星
野
村
長
尾
地
区
で
は

県
道
が
崩
落
し
、迂
回
路
に
て
の
通
行
と
な
り
、地
域
の
方
々

や
星
野
村
に
お
出
か
け
に
な
る
方
々
に
は
大
変
な
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
９
月
13
日
に
県
知
事
お
よ
び
県
議
会

議
長
に
よ
る
星
野
村
の
災
害
現
場
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
同
行
し
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
▽
昨
今
、
大
雨
や
台
風
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
気
象
庁
で
は
災
害
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
た
め
に
「
特
別
警
報
」
を
創
設
し
、
命
を
守
る
た
め
の

行
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
が
多
い
八
女
市

に
お
い
て
は
、
緊
急
避
難

時
に
は
隣
近
所
等
で
声
を

掛
け
合
い
、
助
け
合
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま

お
よ
び
関
係
各
位
の
ご
協

力
の
も
と
、
災
害
に
強
い
、

負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災害に強い
まちづくりを

市長コラム60

星野の災害現場にて

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
花
火
の
撮
影
に
行
き
ま
し

た
。シ
ャ
ッ
タ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
風
向
き
等
、
気
に
か
け
る
こ

と
が
多
く
、
難
し
さ
と
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
秋
に
な
り
伝
統
行
事
や
お
祭

り
に
伺
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
知
的
好
奇
心
を
高
め
、

そ
の
歴
史
や
背
景
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Y
・
Y
）

▼
実
り
の
秋
を
迎
え
、
八
女

は
お
祭
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
五
穀
豊
穣
や
災
難
除
け
の

祈
り
を
込
め
た
日
本
の
お
祭
り

で
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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